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【
う
ら
へ
続
く
】

一
、
北
朝
鮮
は
、
本
日
、

国
際
社
会
が
強
く
自
制
を

求
め
て
い
る
も
と
で
、
再

び
太
平
洋
上
に
向
け
て
、

通
告
な
し
に
日
本
列
島
の

上
空
を
飛
び
越
え
る
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強
行

し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
と

地
域
の
平
和
と
安
定
に
と

っ
て
の
重
大
な
脅
威
で
あ

り
、
累
次
の
国
連
安
保
理

決
議
に
違
反
し
た
暴
挙
で

あ
る
。
日
本
共
産
党
は
、

厳
し
く
糾
弾
し
、
抗
議
す

る
。

一
、
世
界
と
地
域
の
平

和
と
安
定
を
破
壊
し
、
お

び
た
だ
し
い
犠
牲
を
も
た

ら
す
軍
事
衝
突
は
絶
対
に

回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

北
朝
鮮
に
対
し
て
、
国

連
安
保
理
決
議
を
遵
守

し
、
こ
れ
以
上
の
軍
事

的
な
挑
発
を
中
止
す
る
よ

う
、
厳
重
に
求
め
る
。
す

べ
て
の
関
係
国
に
対
し

て
、
緊
張
を
激
化
さ
せ
る

軍
事
的
行
動
の
自
制
を
呼

び
か
け
る
。

　

安
倍
首
相
に
よ
る
９
条

改
憲
を
阻
止
す
る
た
め
、

広
範
で
多
様
な
人
々
を
結

集
し
よ
う
と
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
」
が
、
瀬
戸
内

寂
聴
（
作
家
）、
田
中
優

子
（
法
政
大
学
教
授
）、

田
原
総
一
朗
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）、益
川
敏
英
（
京

都
大
学
名
誉
教
授
）
ら
19

氏
の
呼
び
か
け
で
結
成
さ

れ
、
キ
ッ
ク
・
オ
フ
集
会

が
８
日
夜
、「
な
か
の
Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
い
っ
ぱ
い
、
ロ

ビ
ー
に
も
人
が
あ
ふ
れ
、

１
５
０
０
人
が
参
加
。
同

志
社
大
学
教
授
の
浜
矩
子

さ
ん
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の

鎌
田
慧
さ
ん
、
精
神
科
医

の
香
山
リ
カ
さ
ん
ら
が
ス

ピ
ー
チ
。「
国
民
の
大
合

唱
が
形
成
さ
れ
れ
ば
怖
い

も
の
は
な
い
」｢

９
条
を

変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

戦
後
の
歴
史
を
捨
て
る
こ

と
だ｣

な
ど
と
語
り
ま
し

た
。

　
「
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
」
の
高
田
健
さ
ん

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
「
可
能
な
限
り
広
範

な
人
び
と
が
連
帯
し
、
憲

法
改
悪
阻
止
の
一
点
で
結

束
し
て
た
た
か
う
も
の
で

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
発
足

９
条
改
憲
阻
む
署
名
３
０
０
０
万
を

　
 

安
倍
９
条
改
憲
ノ
ー
の
一
点
で
結
束

一
、９
月
11
日
に
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
国
連
安

保
理
決
議
は
、
経
済
制
裁

強
化
の
措
置
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、「
対
話
を
通

じ
た
平
和
的
・
包
括
的
な

解
決
」
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
危
機
打
開
と
問
題
解

決
の
た
め
に
は
、
経
済
制

裁
強
化
が
必
要
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。

経
済
制
裁
強
化
と
一
体

に
、「
対
話
に
よ
る
解
決
」

の
道
に
踏
み
出
す
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

一
、
と
り
わ
け
米
朝
両

国
の
直
接
対
話
は
い
よ
い

よ
緊
急
で
切
実
な
課
題
と

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
厳
し
く
抗
議
す
る

―

経
済
制
裁
強
化
と
一
体
に
「
対
話
に
よ
る
解
決
」
に
踏
み
出
せ

　
　
　
　
　
　
　

９
月
15
日　
　

日
本
共
産
党
委
員
長　
　

志
位
和
夫

な
っ
て
い
る
。
１
９
９
４

年
の
朝
鮮
半
島
危
機
を
訪

朝
で
解
決
に
導
い
た
カ
ー

タ
ー
米
元
大
統
領
は
、
米

朝
指
導
者
間
か
そ
れ
に
準

じ
る
レ
ベ
ル
の
対
話
を
呼

び
か
け
て
い
る
（
12
日
）。

欧
州
各
国
の
首
脳
が
、
米

朝
間
の
対
話
を
仲
介
す
る

意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

国
際
社
会
お
よ
び
日
本

政
府
に
対
し
て
、
米
朝
両

国
に
直
接
対
話
を
う
な
が

し
、
危
機
打
開
と
問
題
解

決
を
は
か
る
た
め
に
、
可

能
な
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

と
る
こ
と
を
強
く
要
請
す

る
。

す
」
と
強
調
。「
全
国
各

地
で
、
一
人
ひ
と
り
の
市

民
が
行
動
し
、
改
憲
の
企

て
を
阻
み
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
の
小
田
川
義

和
さ
ん
が
行
動
提
起
。

３
０
０
０
万
人
を
目
標
に

全
国
統
一
署
名
を
集
め
、

改
憲
発
議
を
阻
止
す
る
こ

と
、
全
国
各
地
で
市
民
参

加
の
運
動
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
、
節
目
ご
と
に
行

う
大
規
模
集
会
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

Ｍ
Ｄ
研
（
横
須
賀
）、

Ｄ
Ｉ
Ｃ
・
先
デ
研
（
厚
木
）

で
組
織
見
直
し
（
10
月
１

日
実
施
）。「
Ｍ
Ｄ
研
は
Ａ

Ｉ
の
付
加
価
値
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
技
術
の
新
規

開
発
の
た
め
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
・

先
デ
研
は
光
ス
イ
ッ
チ
の

実
用
化
を
加
速
す
る
た
め

と
い
う
」「
組
合
員
の
ロ

ケ
移
動
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

最
大
級
の
太
陽
フ
レ
ア

の
衝
撃
波
が
地
球
の
上
空
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

国
際
的
運
動
団
体
、
国

際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｉ

Ｂ
Ｐ
）
は
８
月
30
日
、
沖

縄
県
名
護
市
辺
野
古
の
米

軍
新
基
地
建
設
に
反
対
し

て
い
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
会

議
」
に
シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク

ブ
ラ
イ
ド
賞
を
授
与
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
同

賞
は
、
平
和
・
軍
縮
・
人

権
な
ど
の
課
題
で
優
れ
た

活
躍
を
し
て
い
る
団
体
や

個
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｐ
は
、「
軍
縮
や

軍
事
化
・
米
軍
基
地
反
対

の
不
屈
で
非
暴
力
の
た
た

か
い
を
高
く
評
価
し
、
全

会
一
致
で
今
年
の
受
賞
者

と
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
」
と
授
賞
理
由
を
述
べ

て
い
ま
す
。 

国際平和賞

「オール沖縄会議」に

　

防
衛
省
は
８
月
29
日
、

軍
事
技
術
に
応
用
可
能
な

基
礎
研
究
を
委
託
し
、
資

金
を
提
供
す
る
「
安
全
保

障
技
術
研
究
推
進
制
度
」

に
つ
い
て
、
２
０
１
７
年

度
は
１
０
４
件
の
応
募
が

あ
り
、
14
件
が
採
択
さ
れ

た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
制
度
の
予
算
額
が
昨

年
度
の
約
６
億
円
か
ら
約

１
１
０
億
円
と
大
幅
に
増

加
す
る
も
と
で
、
応
募
は

大
学
が
昨
年
度
か
ら
１
件

減
少
し
、
一
方
で
企
業
は

55
件
と
急
増
（
図
）。
採

択
さ
れ
た
14
件
の
研
究
代

表
者
は
企
業
と
公
的
研
究

機
関
で
し
た
。
た
だ
し
共

同
研
究
者
と
し
て
４
大
学

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
学
術
会
議
が
３
月
、

「
軍
事
目
的
の
研
究
は
行

わ
な
い
」
と
す
る
過
去
の

声
明
の
継
承
を
確
認
。
防

衛
省
の
制
度
は
「
政
府
に

よ
る
研
究
へ
の
介
入
が
著

し
く
、
問
題
が
多
い
」
と

防
衛
省
の
軍
事
研
究
助
成

企
業
か
ら
の
応
募
急
増

　

軍
産
学
研
究
、
武
器
生
産
の
流
れ
止
め
よ
う

に
到
達
（
８
日
）。「
電
離

層
の
乱
れ
や
磁
気
嵐
が
観

測
さ
れ
た
が
電
子
機
器
の

障
害
な
ど
は
無
か
っ
た
よ

う
だ
」「
ア
ラ
ス
カ
の
友

人
か
ら
磁
気
嵐
に
よ
る
オ

ー
ロ
ラ
の
写
真
が
届
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

小
田
急
電
車
火
災
（
10

日
）。「
沿
線
の
建
物
火
災

が
車
両
の
屋
根
に
燃
え
移

っ
た
の
に
は
驚
い
た
」「

非
常
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た

た
め
、
運
悪
く
火
災
現
場

脇
に
停
車
し
て
し
ま
っ
た

」「
消
防
、
警
察
、
小
田

急
電
鉄
の
連
携
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
沖
縄
と
核
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

10
日
）
が
話
題
に
。「
核

を
搭
載
し
た
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
事
故
を
起
こ
し
て
い

た
こ
と
を
報
じ
た
」「
身

震
い
が
し
た
。
大
惨
事
に

な
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た

」「
秘
密
裏
に
回
収
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
ひ
ど
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

桐
生
祥よ
し
ひ
で秀
選
手
が
９
秒

98
を
記
録
（
９
日
）。「
日

本
選
手
で
初
め
て
10
秒
の

壁
を
突
破
し
た
」「
追
い

風
１
・
８
ｍ
も
後
押
し
し

た
」「
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
成
果
が
で
た
」

安倍政権の来年度予算案

社会保障の「自然増」削減で

またまた国民に負担増

　

安
倍
政
権
は
軍
事
費
を

６
年
連
続
で
増
や
す
一
方

で
、
社
会
保
障
費
の
「
自

然
増
」（
高
齢
化
な
ど
で
、

社
会
保
障
水
準
を
維
持
す

る
た
め
に
増
加
が
避
け
ら

れ
な
い
費
用
）
を
６
年
連

続
で
削
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
８
年
度
予
算
で

は
、「
自
然
増
」
６
３
０

０
億
円
の
う
ち
１
３
０
０

億
円
を
削
減
を
打
ち
出
し
、

　

こ
の
削
減
に
よ
り
高
齢

者
の
医
療
・
介
護
な
ど
の

負
担
は
増
大
し
、
若
い
世

代
の
老
後
へ
の
不
安
を
増

幅
す
る
と
と
も
に
、
家
族

介
護
の
負
担
が
増
え
現
役

世
代
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。

東
電
に
原
発
再
稼
働
の

資
格
は
な
い

　

原
子
力
規
制
委
員
会

が
東
京
電
力
に
柏
崎
刈
羽

原
発
を
運
転
す
る
資
格
を

認
め
た
。
再
稼
働
に
お
墨

付
き
を
与
え
る
も
の
だ
。

６
、７
号
機
は
福
島
第
１

と
同
じ
沸
騰
水
型
の
改
良

型
だ
。

　

東
電
は
福
島
原
発
事
故

を
起
こ
し
た
当
事
者
だ
が
、

事
故
原
因
解
明
も
収
束

も
し
て
お
ら
ず
、
賠
償
も

不
十
分
な
ま
ま
打
ち
切
ろ

う
と
し
た
り
、
廃
炉
の
見

通
し
さ
え
ハ
ッ
キ
リ
し
な

い
。
国
民
の
命
を
軽
ん
じ
、

声
は
置
き
去
り
だ
。
こ
ん

な
東
電
に
原
発
を
動
か
す

資
格
は
な
い
。
規
制
委
の

対
応
も
大
問
題
だ
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
）

戦争法強行採決から２年
戦争法の廃止と安倍内閣退陣を求める

９・１９国会正門前行動
日時：９月１９日（火）１８：３０～
場所：国会議事堂正門前
主催：戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

02
年
度
以
降
、「
自
然

増
」
か
ら
の
削
減
が

合
計
３
兆
３
千
億
円

に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
第
２
次
安
倍

政
権
の
５
年
間
だ
け

で
１
兆
４
６
０
０
億

円
の
削
減
で
す
。

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
「
軍
学
研
究
反
対

連
絡
会
」
共
同
代
表

の
池
内
了
名
大
名
誉

教
授
は
、
本
格
的
武

器
生
産
め
ざ
し
大
口

の
研
究
費
に
よ
る
軍

産
学
複
合
体
づ
く
り

を
ね
ら
っ
て
い
る
と

指
摘
、
こ
の
流
れ
を

止
め
よ
う
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。


